
炎
を
手
に

駆
け
る

赤倉温泉 お柴灯まつり

今月号の表紙
　赤倉温泉で行われるお柴灯まつり。無病息災と温泉街の商売繁盛を願い、松明を手にした人々が燃える
柴灯の周りを勢いよく走ります。炎とともに駆ける姿から、祭りの迫力が伝わってきます。

令
和
８
年
１
月
号

2026
Ｎo.898



令
和
８
年
　
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の

ま
ち
づ
く
り
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
令
和
８
年

も
未
来
を
見
据
え
た
挑
戦
を
続
け
て
い
く
決
意
を

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
町
で
は
「
第
５

次
最
上
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
町
民
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
町
を
つ
く
る
た
め
の
指
針
と
な
る
も

の
で
す
。

　
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
、

農
業
・
林
業
の
持
続
的
な
発
展
な
ど
、
町
が
抱
え

る
課
題
に
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
向
き
合
い
、
着
実

に
前
へ
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

最上町長　髙橋　重美

「
声
を
聴
き
、
と
も
に
進
む
町
を
目
指
し
ま
す
」

　
町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
８
年
の
新
春
を
迎
え
、
皆

さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
希
望
を
胸
に
、
新
た
な
一
年

を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
日

頃
よ
り
町
政
運
営
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
を
よ
り
良

い
も
の
と
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
最
上
町
の
実
現
に

向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
胸
に
、

「
未
来
へ
」

　
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

で
は
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
、
貴
重
な
ご

意
見
や
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

改
め
て
実
感
し
た
の
は
、
町
を
よ
り
良
く
し
て
い

　
令
和
８
年
も
、
人
口
減
少
や
社
会
環
境
の
変
化

な
ど
、
町
を
取
り
巻
く
状
況
は
決
し
て
容
易
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
暮

ら
し
、
将
来
に
希
望
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
、「
第
５
次
最
上
町
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、子
育
て
・
教
育
、安
心
・
安
全
、

地
域
経
済
、
環
境
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
行
財
政
運
営

と
い
っ
た
分
野
で
、
重
点
的
な
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次

ペ
ー
ジ
の
町
が
掲
げ
る
「
６
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
民
の
「
声
」
が

ま
ち
づ
く
り
の
力

令
和
８
年
の

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

町
民
一
人
ひ
と
り
が

主
役
の
ま
ち
へ

　
町
の
未
来
を
支
え
て
い
る
の
は
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
日
々
の
暮
ら
し
や
営
み
そ
の
も
の
で
す
。
地

域
で
の
支
え
合
い
、
仕
事
や
子
育
て
、
地
域
活
動

へ
の
参
加
な
ど
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
最
上
町
の

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
、

困
難
な
課
題
に
も
前
向
き
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

「
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続

け
た
い
」
と
思
え
る
町
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

む
す
び
に

　
町
政
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
で
す
。
皆

さ
ま
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
ま
ち
づ
く
り
に

く
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の

「
声
」
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
思
い
や
考
え
を
町
政
に
反
映
し
、
と

も
に
考
え
、
と
も
に
行
動
す
る
こ
と
が
、
地
域
の

活
力
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
年
も
こ
う
し
た
対
話

の
場
を
大
切
に
し
、
よ
り
多
く
の
方
が
参
加
で
き

る
機
会
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
行
政
の
使
命

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
実
り

多
く
、
健
や
か
で
幸
せ
な
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

１. 子どもと若者が輝くまち ２. 安心・安全なまち

３. 地域を元気にするまち ４. 暮らしにやさしい地域循環のまち

５.デジタルで元気なまち ６.持続可能な行財政運営

　地域の未来を担う子どもや若者が育ちや
すい環境を作ることを目的としたプロジェ
クトです。子どもたちの教育や福祉を充実
させるとともに、若者にとって魅力的な就
労や住宅等の環境づくりを支援します。地
域全体が次世代を支え彼らが安心して生活
し、自己実現できる場を提供することで、
持続可能な地域社会の形成を目指します。

町が掲げる「６つのプロジェクト」

　地元産業を支援し、雇用機会を創出する
ことで、地域の経済を活性化させる取り組
みです。商業施設やイベントなどを通じて
人々の交流を促進し、観光や文化活動を活
発化させます。行政と民間企業が協力して
地域資源を活かし、働きがいのある環境を
提供するとともに、賑わいのあるまちづく
りを推進します。

　デジタル技術を活用して行政サービスの
効率化を推進し、住民が利用しやすいオン
ラインサービスの提供を目指します。この
プロジェクトでは、地域のデジタル化を進
め、スマートシティ化を図ります。移動が
困難な人々への利便性を向上させるだけで
はなく、行政手続きの効率化や地域のシス
テム改善による新たな価値創造に繋げま
す。

　高齢者や子育て世帯が安心して暮らせる
環境を作ることを中心に据えたプロジェク
トです。地域ぐるみで安全ネットワークを
構築することで、孤立を防ぎ世代間の助け
合いを促進します。また、防災・防犯対策
を強化し、不測の事態にも迅速に対応可能
な地域づくりを進めます。誰もが心穏やか
に暮らせる町を目指します。

　環境に配慮した地域づくりを実現するた
めに、資源を効率的に活用する循環型社会
を目指します。再生可能エネルギーの導入
や廃棄物リサイクルを進め、脱炭素社会へ
の移行を推進します。また、地域全体でエ
コ活動を広げることで、暮らしにやさしい
まちを目指します。

　人口減少と歳入減のなかでも、町の暮ら
しを守るために、限られた財源を賢く使い、
行政の信頼と効率を高めます。公共施設や
事業の見直しを進め、町民との対話と協働
で “共創の行政 ”を築き、職員一人ひとり
の創意と工夫で、持続可能な行財政運営を
目指します。

まちづくりの主役は、あなたです

広報もがみ　令和８年１月号　１月２２日発行　№８９８　【２】【３】　広報もがみ　令和８年１月号　１月２２日発行　№８９８



まちトピ town topic

全国子ども防災コンクールにて
最上中学校から生徒と教員の２名が受賞

　全国子ども防災作文コンクールにおいて、最上中学校２年の中嶌

尊帆さんが審査員特別賞を受賞しました。作品では、町で災害が起

きた場合の３日間の過ごし方を綴り、自分がその立場ならどう行動

するかを、分かりやすい言葉で表現した点が高く評価されました。

　また、同コンクールでは、優秀学校賞として最上中学校２学年教

員の石岡庄謙さんも表彰されました。生徒の防災意識を育む継続的

な指導の成果が認められたもので、地域全体で防災を考える契機と

なる受賞となりました。この度の受賞、誠におめでとうございます。

企業版ふるさと納税で実現　子どもの遊び場づくり

　企業型ふるさと納税を活用し、子どもたちが休日を楽しく、
安心して過ごせる遊び場「もがみんパーク」を開設する取り組
みが始まりました。その第一歩として、１２月２５日と２６日
の２日間、中央公民館大ホールを会場にプレオープンを実施し
ました。
　会場には、大型遊具やＢブロック、さまざまなボードゲーム
を用意し、大ホールを７つのコーナーに分けて遊びの空間を演
出。体を思いきり動かして遊べるコーナーから、友だちと一緒
でなければ楽しめないカードゲームまで、年齢に関係なく多彩
な遊びを体験できる場となりました。

人権作文コンテスト山形県大会において
「山形新聞社賞」を受賞

　第４４回全国中学生人権作文コンテスト山形県大会において、

最上中学校３年の伊豆倉杏珠さんが「山形新聞社賞」を受賞しま

した。県内８３校から約２，６００編の応募が寄せられる中、作

品「二人が教えてくれたこと」が高く評価されました。身近な人

との関わりから思いやりの大切さや、一人ひとりの違いを認め合

うことの尊さを丁寧に描いた内容で、人権について改めて考え、

どう行動すべきかを気付かせてくれる作品です。この度の受賞、

誠におめでとうございます。

町猟友会に新庄警察署長より感謝状贈呈

　１２月２４日、最上町猟友会が新庄警察署長から感謝状を贈呈さ

れました。町猟友会は、作年、クマの大量出没により人身被害が懸

念される中、罠の設置や駆除活動に取り組み、被害の未然防止に大

きく貢献しました。

　また、１０月に向町中心地の住宅にクマが侵入した際には、緊急

要請に対し迅速に対応し、危険な事態を解決しました。今後も有害

鳥獣対策を通じて、町民の安全確保と被害防止に尽力していただき

たいです。

消防団が新年の無災害を祈願

　1 月 8 日、最上町消防団無災害祈願式が行われました。二戸団

長をはじめ消防団の上級幹部と最上広域消防本部東支署長など総

勢４０名程が参加し、今年一年の無災害を祈願しました。式では

二戸団長から、団員が減少する中ではあるが、消防団再編を進め

つつ、引き続き迅速かつ的確な消防活動に当たっていただきたい

との話があり、最後に消防団の一致団結を呼びかけました。

　２日間で訪れた子どもたちは、小学生３４名、幼児３４名の
計６８名。初めて出会う遊びに夢中になる姿や、子ども同士の
交流が自然に生まれる様子が見られ、来年度からの本格開催を
具体的に思い描くことができました。
　参加した子どもたちからは、「とても楽しかった」「初めて遊
んだゲームがあった」「また遊びに来たい」といったうれしい
声も寄せられました。子どもたちの笑顔と元気に背中を押され、
最上町らしい「居場所」づくりへの大きな一歩となった２日間
でした。

大場利秋さんが叙勲旭日双光章を受章

　令和７年秋の叙勲受章者が昨年１１月３日付で発表され、当町で

は、株式会社大場組会長の大場利秋さんが「旭日双光章」を受章さ

れました。１１月２１日には皇居で行われた授与式において、勲章

が贈呈されました。

　大場さんは、総合建設業を軸に有望分野への多角的な経営を展開。

全国で当時唯一、アスベストの無害化を可能にした産業廃棄物処理

施設を建設したほか、高齢化を見据えた福祉事業、農業生産法人の

経営、観光業、内水面漁業など、幅広い分野で事業を展開してきま

した。また、平成２９年から８年間にわたり県法人会連合会副会長

を務め、申告納税制度の普及に尽力。その功績が認められ、財務大

臣納税表彰も受けています。さらに、町の教育振興や若者のがん検

診受診促進のため、継続的な寄附を行ってきました。

　大場さんは叙勲受章という大きな名誉に対し、「周囲の協力があっ

ての受章」と控えめに微笑み、これからも地域貢献にまい進したい

と話してくれました。この度の受賞、誠におめでとうございます。

や まがたフラワーフェスティバル２０２５
花き品評会審査会

　鶴岡市・つるしんアリーナ小真木原で「やまがたフラワーフェスティ

バル２０２５ 花き品評会審査会」が開催され、県内産花き２６０点が

出品されました。

　審査の結果、最上町・新田地区の奥山光博さんが生産したりんどう

「初冠雪２」が、見事 山形県知事賞を受賞し、１月８日鶴岡市内にて

表彰されました。町内では、花き生産部会を中心に、気候に適した作

物であり町花でもある「りんどう」の生産に力を入れており、今回の

受賞はその取り組みが高く評価されたものとなりました。この度の受

賞、誠におめでとうございます。

写真右：最上町猟友会　会長　伊藤和久さん

たかほ

※今後の開催については、随時お知らせさせていただきます。

写真中央：中嶌尊帆さん、写真右：石岡庄謙さん

あんず

写真中央：最上町消防団長　二戸孝芳さん 広報もがみ　令和８年１月号　１月２２日発行　№８９８　【４】【５】　広報もがみ　令和８年１月号　１月２２日発行　№８９８



活動がわかる
SNS

地域おこし協力隊通信
新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
新
た
な
年
を
迎
え
、
皆
さ

ま
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

　
２
０
２
６
年
の
干
支
は
午

年
。
前
森
高
原
や
富
山
馬
頭

観
音
な
ど
、
馬
に
ゆ
か
り
の

深
い
最
上
町
で
新
年
を
迎
え

ら
れ
る
こ
と
を
、
大
変
う
れ

し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

の
任
期
も
、
気
づ
け
ば
折
り

返
し
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年

は
、
協
力
隊
と
し
て
関
わ
る

の
が
最
後
と
な
る
イ
ベ
ン
ト

や
お
祭
り
も
あ
る
か
と
思
う

と
、
少
し
寂
し
さ
を
感
じ
る

一
方
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
一

つ
ひ
と
つ
の
活
動
を
大
切
に

し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
本
年
も
町
の
魅

力
や
観
光
情
報
を
分
か
り
や

す
く
、
丁
寧
に
発
信
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こんにちは！

今月号は川原田がお伝えします！

宮
城
県
白
石
市
斎
川
地
区
公
民
館
へ
先
進
地
視
察
研
修

～
公
民
館
を
核
と
し
た
斎
川
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
～

　
向
町
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
会
議
の
先

進
地
視
察
研
修
と
し
て
、
令
和
７
年
11
月
25

日
、
浅
井
会
長
ほ
か
７
名
で
宮
城
県
白
石
市

斎
川
地
区
公
民
館
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
斎
川
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

佐
藤
幸
枝
事
務
長
か
ら
「
公
民
館
を
核
と
し

た
地
域
づ
く
り
」
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。
斎
川
地
区
は
世
帯
数
３
４
３
戸
、
人

口
７
８
５
人
、
高
齢
化
率
50.

４
％
の
地
域

で
、
小
学
校
の
統
廃
合
を
き
っ
か
け
に
住
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
そ
う
で

す
。

　
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
若
者
会
議
や
中

堅
世
代
会
議
を
開
き
、
若
い
世
代
の
意
見
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
き
た
点
が
印
象
的
で

し
た
。地
区
の
成
り
立
ち
は
異
な
り
ま
す
が
、

若
者
が
参
加
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
、
多
く
の

学
び
が
あ
り
、
今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

集落支援員

だより

今年度は午年。それにちなんで前森の乗馬体験の写真を掲載します。

向町地区集落支援員
今井　正明

　株式会社 DMC 天童温泉 旅行事業部 部長。

　高校３年時の東南アジアひとり旅をきっか

けに観光業界を志し、旅行会社勤務を経て２

０１６年に山形へ移住。国内４７都道府県、

海外２２カ国を巡った経験を活かし、山形の

自然や文化、ものづくりなど地域資源を活用

した体験型ツアーを企画・運営している。

　これまでに１００を超えるツアーを手がけ、

天童温泉を拠点とした地域周遊型観光を推進。

２０２５年には Leave No Trace Level １イン

ストラクターを取得し、持続可能な観光にも

力を注いでいる。鈴木 誠人　氏
すずき　   まこと

新
春
に
誓
う
、

地
域
の
結
束
と

最
上
町
の
未
来

　
令
和
８
年
最
上
町
新
春
賀
詞
交
換
会

が
、
１
月
８
日
（
木
）、
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
加
藤
鮎
子
衆
議
院
議
員

を
は
じ
め
、
県
議
会
議
員
、
最
上
総
合

支
庁
長
な
ど
多
く
の
来
賓
を
迎
え
、
会

社
経
営
者
や
各
種
団
体
の
代
表
者
な
ど

93
名
が
出
席
し
、
新
し
い
年
の
幕
開
け

を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
髙
橋

町
長
と
も
が
み
南
部
商
工
会
の
佐
藤
会

長
が
新
春
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
髙

橋
町
長
は
、
地
域
の
利
便
性
向
上
や
産

業
振
興
に
欠
か
せ
な
い
高
規
格
道
路
の

早
期
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
は
じ

め
、
一
昨
年
発
生
し
た
未
曾
有
の
豪
雨

災
害
か
ら
の
一
日
も
早
い
復
興
に
向

け
、
町
と
し
て
着
実
に
歩
み
を
進
め
て

い
く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
佐
藤
会
長

か
ら
は
、
物
価
高
騰
や
人
手
不
足
な
ど
、

厳
し
さ
を
増
す
経
済
問
題
に
触
れ
つ

つ
、
地
域
経
済
を
支
え
る
企
業
や
事
業

者
へ
の
支
援
、
官
民
連
携
の
重
要
性
に

つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
基
調
講
演
で
は
、

株
式
会
社
Ｄ
Ｍ
Ｃ
天
童
温
泉
旅
行
事
業

部
の
鈴
木
誠
人
氏
が
登
壇
し
、「
地
元

民
が
主
導
す
る
地
域
づ
く
り
〜
山
形
な

ら
で
は
の
特
別
な
体
験
の
創
出
〜
」
と

題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
講
演
で

は
、
行
政
が
す
べ
て
を
担
う
の
で
は
な

く
、
地
域
に
暮
ら
す
人
々
が
主
体
と

な
っ
て
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
行
動
し
、

行
政
は
そ
れ
を
支
援
す
る
役
割
を
担
う

こ
と
の
大
切
さ
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
光
の
視
点
か
ら
は
、
も
の

づ
く
り
や
自
然
、
文
化
と
い
っ
た
身
近

な
地
域
資
源
に
目
を
向
け
、
そ
れ
ら
を

丁
寧
に
磨
き
上
げ
る
こ
と
で
、
訪
れ
る

人
に
と
っ
て
価
値
あ
る
体
験
に
つ
な
が

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
の

町
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
周
辺
地
域
の

魅
力
も
取
り
込
み
な
が
ら
連
泊
や
再
訪

へ
と
結
び
付
け
て
い
く
取
組
み
は
、
最

上
町
に
と
っ
て
も
多
く
の
ヒ
ン
ト
が
つ

か
め
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
講
演
内
容
に
感
銘
を

受
け
た
参
加
者
が
講
師
と
積
極
的
に
意

見
交
換
を
行
う
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
一
人
は
、「
米
国
の
メ
デ
ィ

ア
で
『
２
０
２
６
年
に
行
く
べ
き
世
界

の
旅
行
先
25
選
』
に
、
日
本
で
唯
一
山

形
県
が
選
ば
れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、

今
日
の
講
演
を
通
し
て
改
め
て
山
形
県

の
魅
力
を
再
発
見
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
新
年
の
賀
詞
を
交
わ
し
な
が
ら
交
流

を
深
め
、
地
域
の
結
束
と
さ
ら
な
る
前

進
を
確
か
め
合
う
、
実
り
多
い
新
春
の

催
し
と
な
り
ま
し
た
。

賀詞交換会式典の様子

山形ならではの特別な体験づくりについて語る講師の鈴木氏

令和８年　最上町新春賀詞交換会
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教えて！エネルギーのこと

連載 Energy ナビ！

薪ストーブの前は、いつも満員です。シリーズ２

～ 石油に頼らない、あたたかさの選択 ～

　ストーブの前は、なぜか “ みんなが集まってくる場所 ”
になります。人も、猫も、犬も。気づけば同じ距離感で、
ぬくぬく。特別な会話がなくても、火を眺めているだ
けでなぜか落ち着く、そんな不思議な力が薪ストーブ
にはあります。「火の前に座るだけで気持ちがゆるむ」
町内でも、そんな声をよく耳にします。
　炎のゆらぎ、薪がはぜる音、じんわり伝わるやさし
い暖かさ。エアコンや石油ストーブとは少し違う、“ 暮
らしの中心になる暖房 ” です。実は最上町は、木質バ
イオマスストーブ（薪ストーブ等）への補助がとても
手厚い町 であることをご存じでしょうか。

最上町のエネルギー関連補助制度

● 太陽光発電システム導入…最大 ９３万円

● バイオマスストーブ（薪ストーブ等）…最大７０ 万円

● 省エネエアコン など各種設備にも対応

設置費用の ３分の２ に、さらに ５万円を上乗せ して補助

〇お問い合せ先　商工観光課エネルギー産業推進室
　　　　　　　　０２３３－４３－２２６２

※詳細は「最上町重点対策加速化事業 太陽光発電設備等導入事業」

　チラシをご覧ください。

最大７０万円 が支援されるため、「いつか欲しいと思っていた薪ストーブ」が

ぐっと現実的な選択肢になります。

　薪の調達がしやすい地域であることも、最上町ならではの安心材料。地元資源を活かした暖房は、石油
価格に振り回されにくく、冬の光熱費対策としても注目されています。

火のぬくもりに癒やされながら、“燃料の心配を減らした冬”

そんな暮らしを、わが家でも始めてみませんか？

みどり豊かな森林環境づくり推進事業
　県民一人ひとりが森林や自然を身近に感じる心を育み、活発な森づくり活動の輪を広げていくことを目的と
して、地域の方々や県内の市町村が取り組む森づくり活動に対して、やまがた緑環境税を活用し支援する事業
です。来年度も引き続き、里山を思う心を育て地域の自然を守り、木に親しむ機会を創出できるよう取り組ん
でいきます。

・「回帰の森」森づくり活動事業

・森林資源利活用システム学習事業 

・「花の鶴楯」花の山づくり活動事業

・「志茂の手楯」整備事業

・奥羽山芭蕉の森「里山文化の継承の森づくり」

・前森里山保全と親子森林ふれあい教室事業

・「白川桜の散歩道」保育・整備事業

・もがみの木質資源利活用推進事業
森林資源利活用システム学習（植樹）

地域住民や団体が主体となり、県産木材に触れ合う活動や町内の森林保全の活動及び森林環境学習を行
なっています。

〇お問い合わせ　最上町農林振興課　☎43-2150

最上町での活動事例

最上町での取り組み事業
（令和７年度実績）

物価高対応子育て応援手当が支給されます

１．支給対象児童

　（１）令和７年９月分（令和７年９月に出生した児童については１０月分）

　　　  の児童手当の支給対象児童

　（２）令和７年１０月１日から令和８年３月３１日までに出生した児童

２、支給対象者

　　上記（１）の児童手当受給者、または上記（２）の保護者のうち生計を維持する程度の高い者

３．給付額

　　対象児童一人につき２万円（１回限り）

〇お問合せ先　こども支援課こども家庭支援室　４３－２２４７

※詳細については二次元バーコードを読み込みＨＰにてご確認ください。

詳細はHPへ
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集落別申告相談の日程

◇相談期間

◇受付時間　【午前の部】　８時３０分　～　１１時００分

　　　　　 【午後の部】　１時００分　～　　３時００分

◇相談会場　役場３階　大会議室

◇お問い合わせ　町民税務課　☎４３ー２０１４（直通）

申告に必要な書類

①共通書類

●申告する方の令和７年中の収入がわかる書類
　（源泉徴収票の原本や賃金支払明細書等）
●社会保険料の支払領収書
●生保・地震保険、旧長期損保等の
　令和７年中の支払い証明書
　（生命保険等の控除をする方）
●医療費明細書または領収書を医療機関ごとに整理し、
　合計金額を明記したもの
　（医療費控除をする方）
●障害者手帳、障害者控除対象者認定書
　（障害者控除をする方）
●申告する方の通帳等及び金融機関届出印
●確定申告のお知らせはがき

②自営業や農業などの事業所得のある方

　（①以外の必要書類）

新庄税務署で確定申告を行なう方へ

　令和７年分の確定申告は、２月１６日より申告相

談をお受けします。また、会場の混雑緩和のため、

入場には「入場整理券」が必要です。整理券は会

場での当日配付と、ＬＩＮＥによる事前発行があり

ます。また、スマートフォンとマイナンバーカード

による自宅からのスマホ申告をお勧めしています。

　住民税の申告と所得税確定申告の相談を集落ごとに行
ないます。所得控除や住宅ローン控除を受けようとする方
は、申告することにより源泉徴収された所得税から、還付
を受けられる場合があります。

２ 月　 日 ( 金 )  月 　  日 ( 月)６ ３ 1６～

※農業・自営業・不動産貸付業を行なっている全ての方は、『記
帳と帳簿等の保存』が必要になりました。町民税務課窓口に、
各事業における「収支内訳書作成の手引き」を用意しています
ので、ぜひご利用ください。

●収支内訳書
　帳簿や領収書などを基にした、令和７年中の収入金額（売
上金額や工事代金等）と、その収入を得るために要した経費
について整理したもの

2 月 6 日

2 月　9 日

2 月 10 日

2 月 12 日

2 月 13 日

2 月 16 日

2 月 17 日

2 月 18 日

2 月 19 日

2 月 20 日

2 月 24 日

2 月 25 日

2 月 26 日

2 月 27 日

3 月 2 日

3 月 3 日

3 月 4 日

3 月 5 日

3 月 6 日

3 月　9 日

3 月 10 日

3 月 11 日

3 月 12 日

金

月

火

木

金

月

火

水

木

金

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

赤倉 3

赤倉1

堺田・松根

新田1

十日町

向町1・向町 2

立小路

前森 2・前森 3

向町 6

豊田

本城 2

満沢1

下白川

月楯1

法田中

白川端

清水町

上鵜杉

赤倉 2

一刎・明神

万騎の原・笹森

新田 2

前森1・向町 5

向町 3・向町 4

下小路

萱場

向町 7・向町 8

沢原

本城1

満沢 2

野頭

月楯 2

法田下

瀬見1・瀬見 2

志茂

横川

日にち 曜日 午 前 午 後

東法田

黒沢

若宮

大堀

鵜杉

〇場所　新庄税務署
　　　　 （〒996-0001 新庄市五日町字宮内 241）
○期間　令和８年２月１６日（月）～３月１６日（月）
　　　　 《土、日、祝日を除く》
○時間　午前９時～午後５時
○問い合わせ　新庄税務署　個人課税部門
　　　　　　 ☎２２－５１１３

町民税務課町民生活室よりお知らせ

国民年金保険料の前納割引について

国民年金保険料をまとめて前払い（前納）されると、保険料が割引になります。
また口座振替を利用の場合、「早割」をご利用いただけます。

保険料・割引額については表のとおりになりますが、この金額は令和7年度のものとなって
おります（金額は年度単位で変更があります）。

申込期限　２月２７日（金）まで

納付書で通常にお支払いした場合

前納の場合

1 ヶ月分 半年分 1 年分 2 年分

１７，５１０円 １０５，０６０円 ２１０，１２０円 ４２５，１６０円

納付方法 1 ヶ月分 半年分 1 年分 2 年分

納付書での前納
【割引額】

口座振替での前納
【割引額】

１７，４５０円
【６０円】

１０４，２１０円
【８５０円】

１０３，８７０円
【１，１９０円】

２０６，３９０円
【３，７３０円】

２０５，７２０円
【４，４００円】

４０９，４９０円
【１５，６７０円】

４０８，１５０円
【１７，０１０円】

※前納をご希望の際は、下記の申込期限までに最寄りの年金事務所までご相談ください。

（口座振替・クレジットカード納付希望の方）

※納付書で現金納付前納ご希望の方は、年金事務所にお問合せください。【連絡先：0233-22-2050】

国民年金基金制度のご案内

自営業の方やその家族、学生などの国民年金の第1号被保険者の皆様へ

●国民年金基金は、自営業の方やその家族、学生などの国民年金の第１号被保険者の方々がゆとりあ
　る老後を過ごせるよう、国民年金に上乗せする公的な年金制度です。
●加入できる方は、国民年金に加入している２０歳以上６０歳未満の方および６０歳以上６５歳未満
　の方や海外に居住されている方で国民年金に任意加入している方です。
●６５歳から生涯受け取ることができる終身年金が基本ですので、長い老後の生活に備えることがで
　きます。
●掛金は全額が所得から控除できるので、所得税と住民税が軽減されます。受け取る年金も公的年金
　等控除の対象になりますので、税制面で優遇されます。
●万が一早期に亡くなったとき、家族に一時金が支払われますので、掛け捨てになりません。( 一部
　の年金タイプを除く ) 遺族一時金は全額非課税です。
●加入した時に確定した掛金額と年金額は変わりません。（ご加入時の内容でお支払いした場合）
●ご加入いただいた後も掛金の額を口数単位で増減できます。

■お問合せ
全国国民年金基金　東北支部　0120（65）4192
〒980-0021　宮城県仙台市青葉区中央 4-10-3　JMF ビル仙台 01　12F
https://www.zenkoku-kikin.or.jp

住民税【町・県民税】の申告と所得税確定申告の日程

町民税務課賦課納税室よりお知らせ



最上町健康センター　　　（健康福祉課／☎４３－３１１７） Wellnessmessageウエルネスメッセージ　Vol.１０９

要介護認定を受けた方の障害者控除について

　令和７年１２月３１日において、要介護１から要介護５に認定された６５歳以上の方で、障害者控

除に該当する場合には、障害者控除対象者認定書を発行します。所得税等の申告をする際にこの証明

書を添付することで、障害者控除対象者に認定された本人、その扶養家族が控除の適用を受けること

ができます。申請を希望される場合は、健康福祉課医療介護保険室までご相談ください。

　なお、申請の際は、対象者本人の介護保険被保険者証と申請に来られる方の印鑑をご持参ください。

障害者控除対象者認定は申請を受けた後、主治医意見書及び調査票をもとに判定します。

〇お問い合わせ先  地域包括支援センター（内線６０２）

こんなことでお悩みではありませんか

〇お問い合わせ先  医療介護保険室（内線６０９）

「任意後見制度」～将来に備えて～

　認知症や障がいなどで判断能力が衰えた場合に備えて、信頼できる人に財産の管理や契約の手続きを依頼す
る制度です。
　任意後見制度は判断能力が十分にある方が対象です。判断能力が不十分な方は、成年後見制度の対象になり
ます。地域包括支援センターは成年後見制度に関する相談窓口も行っています。ぜひご活用ください。

どんな時に利用するの？

どんなことをしてくれるの？ 他にも任意後見人との契約によっては

・認知症になったときにお金などの財産の管理が心配

・将来判断能力が低下した時、施設に入所する際の契

　約を手伝ってもらいたい

・障がいのある子どもの将来が心配

・自分が信頼している人に将来のことを任せたい

・自分の将来のことは自分で決めておきたい

・本人の預貯金の管理・払い戻し

・不動産等の重要な財産の処分

・介護サービス利用に関わる契約

・施設入所に関わる契約

・定期的に訪問し本人の様子を確認する「見守り契約」

・本人が亡くなった後の葬儀の手続きや支払いなどを

　代わりに行う「死後事務委任契約」等があります。

・家族が閉じこもったまま出てこない…　　　・ひきこもった家族をどうしたらいいの？

・人と関わりたくない…　　　　　　　　　　・親が亡くなったあとのことが心配…

　「ひきこもり」は個人や家族の責任ではありません。また、国の調査では、ひきこもっている人の5割以上が「解
決できないと思う」「うまく話せないと思う」などの理由から「相談したくない」と答えています。本人が自
ら声をあげるのは難しい場合があり、本人に代わり家族や代理の方が相談することもできます。年代に関係な
く相談を受け付けていますので、まずは相談すること、繋がることから始めてみませんか。

各種相談先一覧

フリースペースたまりば
☎０８０-３１４４-３００９

平日１３：３０～１８：００
第１・第３日曜日９：００～１８：００
新庄市若葉町１番４号

からだやこころの健康に関する相談

生活費や家庭の相談

生活や仕事の相談

子どものひきこもりの相談

悩みを抱える若者の居場所

親同士の交流

健康センター　健康づくり推進室　　
☎０２３３-４３-３１１７

（平日８：３０～１７：１５）

健康センター　地域包括支援室
☎０２３３-４３-３１１７

（平日８：３０～１７：１５）

・生活相談　・生活保護　・家庭相談

・保健師が相談に応じます

・生活困窮者自立支援相談
・就労準備支援　　・家計改善支援

生活自立支援センターもがみ
☎０２３３-３２-１５８５

（平日９：００～１７：００）新庄市堀端町 8-3

・学習支援　・子育て相談　・家庭相談

こども支援課　こども家庭支援室
☎０２３３-４３-２２４７

（平日８：３０～１７：１５）

教育文化課　学校教育室
☎０２３３-４３-２０５３

（平日８：３０～１７：１５）

※家族の方が申請する場合、身分を証明するもの（個人番号カード、運転免許証等）が必要になりますのでお持ちください。

「生活状況に関するアンケート」ご協力の御礼

　令和７年１０月に実施した「生活状況に関するアンケート調査」にご協力いただき、誠にありがとうござ
いました。
　対象となる１，５６９世帯にアンケートを配布し、６４７世帯の方からご回答をいただき、回収率は約４１％
となりました。お忙しい中、また、答えにくい内容も含まれる中で、多くの回答をお寄せいただいたことに
心より感謝申し上げます。皆さまからいただいたご意見は、今後の支援のあり方や、誰もが孤立せず安心し
て暮らせる地域づくりを進めていくための大切な資料として活用させていただきます。
　今後も町民の皆さまの思いに寄り添いながら、取り組みを進めてまいりますので、ご理解とご協力をよろ
しくお願いいたします。

〇お問い合わせ先  地域包括支援室（内線６０１）
【１３】　広報もがみ　令和８年１月号　１月２２日発行　№８９８ 広報もがみ　令和８年１月号　１月２２日発行　№８９８　【１２】



広報もがみ　令和８年１月号　１月２２日発行　№８９８　【１４】【１５】　広報もがみ　令和８年１月号　１月２２日発行　№８９８

最上町ホームページ
https://town.mogami.lg.jp/ information

申込書の送付先 ： 総務企画課まちづくり推進室

有料広告のお問い合わせ ： ０２３３－４３－２２６１

広報もがみに広告を掲載してみませんか？
３月号掲載をお考えの方は２月２０日までご相談ください！ /

広報もがみでは有料広告と

有料購読者を募集しています
半枠　横　８６ｍｍ　縦　４５ｍｍ　　　５，０００円
１枠　横　８６ｍｍ　縦　９０ｍｍ　　１０，０００円
有料購読：１年間（４月～３月）　１，５００円

お問合せ先：総務企画課　まちづくり推進室

　　　　　　０２３３－４３－２２６１
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最上祭りを写真で振り返ります

３地区で行われた地域食堂

今月号の表紙 ９月６日から７日の２日間、向町商店街周辺で、第５２回最上祭りが開催されました。

写真は子ども達が神輿を担ぎ練り歩く姿。P.2 ～３では祭りの内容をご紹介しています。

Google フォームでのアンケートの

回答はこちらから

１月　最上町の人口　戸籍の窓口

全 人 口　　７，１５３人　（うち、外国人１２５人）
　　　男　　３，５０６人　（うち、外国人　１４人）
　　　女　　３，６４７人　（うち、外国人１１１人）

世帯総数　　２，７１１世帯

生まれた人　　　　　２人
亡くなった人　　　１７人
転入　　　　　　　１４人　（うち、外国人　７人）
転出　　　　　　　１７人　（うち、外国人　５人）
前月比　　　　　　１８人減

※令和７年１２月３１日までの届出分まで

いつも「広報もがみ」を読んでくださる
皆さまへ、新年のごあいさつ

　新年明けましておめでとうございます。
　日頃より「広報もがみ」をお読みいただき、誠にありがとうございます。町民の皆さまの暮らしに寄り添い、
町の今や取り組みを分かりやすくお伝えしたいという思いで、編集に携わっています。本年もどうぞよろしくお
願いいたします。
　さて、１月末まで実施している「広報もがみ特集についての読者アンケート」につきまして、改めてご協力の
お願いです。皆さまから寄せられるご意見やご感想は、今後の特集づくりに欠かせない大切な声です。「こう言っ
た特集が読みたい」「こんな内容を知りたい」といった率直なご意見を、ぜひお聞かせください。

　今後の広報もがみの予定として、令和８
年２月号では、町内でも関心の高い「空き
家」をテーマにした特集を予定していま
す。町の現状や、実際の取り組み、また町
民の方へ事例を交えながら、分かりやすく
お伝えする予定です。
　さらに３月号では、広報もがみ発行９
００号という大きな節目を迎えます。これ
まで支えてくださった町民の皆さまへの感
謝を込めた、記念特集を計画しています。
　これからも、皆さまに親しまれ、身近に
感じていただける広報紙を目指してまいり
ます。引き続き「広報もがみ」をよろしく
お願いいたします。
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（株）ホームネットワーク
０９０－１４９８－３０２５
受付時間　８：３０～１９：００

パート・アルバイト

大募集
太陽光発電所で私たちと一緒にお仕事しませんか？

応募先

時給１５００円 農業従事者大歓迎

応募資格　　１８歳～８０歳（シルバー人材歓迎）

業務内容　　パネルの除雪、除雪機による排雪作業
勤  務 地　　最上町大字富沢大明神４４６７－９
　　　　　　※早坂建具製作所付近
時　　間　　８：３０～１２：００の間で応相談
　　　　　　※週１や１時間からでも勤務可能
給　　与　　時給１，５００円
期　　間　　１１月～４月（積雪期間）


